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fdar aattdar qatdar daumbattdakdaum patdaum patdar aadasar
良い農地は農地に加わり強く守った。
家の側に集めた強い家の、離された家や離された農地は幾らかの出入地だった。

bfdaum dafttar batdaum dafttb nadaqtdasb nadaqttdasb fatb
新しい家は若い農地で、多くの家が貧しい国だった。
ナダクトダ国・ナダクツツダ国は、辛い国だった。

fdaand faaadasaum aadak qatdasb qtdasb aadasdaum dafb
良くて小さいが、遠い他の指導者は幾らか強く、クアトダ国・クトダ国は
幾らかの出入の家が争った。

dar aadar aaqaadaum aadaqaadar k dar batdaqab aadaumb
農地は所有農地だが、活発な幾らかの家は、幾らか自立的な農地で、後に、
農地に多くの費用で所有国民とした。

sand aadasand fatb fdaum batdar nadaqtdaum daqdaum
国土には幾らかの争いがあり辛い国だった。
良い家には多くの農地があり、統治されない家は自立家だった。

umdar qattb aadaum aadaumdasb aatdaum fatdar kdar
色々な農地は国を守り、幾らかの家のアアダウムダ国は家を増やして
遠くない農地は完全になった。
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anr dar qadar aaqtb qadafab dar aadaqab
蓄えた農地は水の農地であり活発な国であった。
水の少ない遠い人の農地は幾らかの費用がいった。

bqtdar baaattdaum batdaum nadaqtttb aadaum sand
古くない農地は側の家に加えられた。
多くの家が統治されない国で、所有家の国土だった。

fdasar batda fadasb badaqdaqab aadapaada sdarb
良い出入地は、多くが小さいフアダ国だった。自立費用によって
幾らかの沢山の出入の農民だった。

dafaadasdaum badafadasb badaqab dafaadasdar aadafab
長期出入の家はブアダフアダ国で、費用によって長期の出入りの農地となり
幾らか(世間が)広い人だった。

ftdaum aatdasb badasdaum nadaqaadas k and aadaqtb
足元の家は成長し、家の変化は自立的でない出入であった。
後ではあるが幾らかの自立国となった。

saatdar aatdasb aatdasaid daum sb saak ar aatdasb
大半の農地は家を設け、出入りの手入れを増やした。
家や国に集まる大船の土地はアアトダ国だった。

dafttdas bada nadafaadak
若い出入りは悪く、長期でなく強かった。


